ハートケアライフ株式会社サービスの概要
理念・目的

　　三大死亡原因の第一位がん、第二位心疾患、第三位脳血管疾患とある中で突然死と言われる第二位以下の疾患を減少させることを提案し、草の根運動で広めながら国民一人ひとりに注意を促し、健康で長生きできる社会を構築することを理念とし、また、この事業を通しあらゆる団体や国民に社会貢献の出来る企業群になる事を目的とする。
　　手段
    カード・ガード社製の携帯用心電計（CG-2100）を用い、高度な心電図の解析結果の評価を元に自分の現状を把握し突然死の予防に繋げる。

　　問題ありと自己判断された場合、優良な病院施設を案内し早期治療の手助けをすることにより、突然死の悲劇を回避することと増大する医療費の削減を目指す。
　　

　　使用機器　カード・ガード・ジャパン株式会社

　　携帯用小型心電計CG-2100特定保守管理医療機器：２０８００BZY００９３５０００
　　レセプト請求項目：携帯型発作時心電図記憶伝送装置使用心電図検査：150点
　　
　　運用方法
　　全国に販売代理店を構築しあらゆる公的機関や店舗、企業や一般家庭に機器を販売またはレンタルの方法で設置し、電話とFAXによる解析のサービスを実施する。

そのとき解析代行手数料を徴収する。

販売代理店は高度管理医療機器等販売及び賃貸業の許可を取得することを条件とする。

　　解析方法
　　個人の胸または手のひらで３２秒間測定し、測定したデータを電話により音声で解析センターに１６秒で伝送し、あらかじめ指定したFAX若しくはPCに１分後に解析データを受け取る。FAXで送られて来る心電図には６段階の評価と所見があり、それを見て個人が自己の状態を把握し判断をする。対処法としてハートケアライフ(株)は医療行為は行っていない為、優良協力医療機関への案内を行う。
　　
設置店の禁止事項

· 設置店は心電図の解析結果についてのコメントはしてはならない。

· 解析結果に乗じて健康食品や健康器具等を販売してはならない。
· 病院の紹介はすべて個人の判断に任せ個別の指定はしてはいけない。

まとめ
すでに欧米では心疾患が一位になっている現状を踏まえ、日本も必ず訪れるであろうこの状況を阻止するため、街や行政やあらゆる所に簡単に計れる場所を提供し、駆け込み寺的な要素を持たせ医療機関と共同で突然死の予防に努め、発作がおきた場合、同様にあらゆる場所に設置してあるAEDの活用によって事前、事後の対策を万全にし、突然死を回避することで心疾患の罹患率低下の相乗効果を目指す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハートケアライフ株式会社
